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季節が移りゆき、新しいスタートを切る準備の時期にな
りました。慣れ親しんだ環境から、新たな一歩を踏み

出すために、別れの寂しさを味わうこともあるかもしれませ
んが、また新しい出会いもあると期待し、胸を張って進んで
いけるよう頑張りたいものです。	 （福山［祁答院］）

卒業シーズンの３月。甑島で暮らす子どもたちは、15
歳で島を離れ、新しい世界へと羽ばたいていきます。

里町では、毎年、｢島立ち｣する子どもたちにエールを贈るべ
く、島立ちコンサートやカラーテープを船に結んだ見送りな
どを行います。学校の後輩の応援や地域の方々の愛情を忘れ
ずに、次のステップも頑張ってください！	 （新原［里］）

やくしょにコール

担当者の声

ユニバーサルデザイン（UD）の考え方に基づき
より多くの人に見やすく読みまちがえにくい
デザインの文字を採用しています。

◎表紙の説明

｢最強寒波｣襲来！雪の朝の山
さ ざ ん か

茶花
　ひときわ寒いと感じたこの冬。中でも、２月４日（日）からの４
日間は、上空に強い寒気が流れ込み、全国的に厳しい寒さに見舞
われ、各地で大雪の被害が発生しました。本市でも連日の積雪と
なり、市街地も一面銀世界となりました。
　６日（火）の朝も、県本土の全ての観測地点で氷点下を観測する
など厳しい寒さになりました。積雪もありましたが、雪雲が去り、
日が差し始めると、すぐに溶けだす雪。そんな中、山茶花の花の
上に積もった雪が溶けだしてキラキラと光りを放つその瞬間を写
真に収めました。
　立春を過ぎたとはいえ、あまりの寒さに、｢春は名のみ｣と思い
きや、山茶花越しには真っ青な青空ものぞき、見渡せば、咲きは
じめた梅の花や、大きくふくらんできた白木蓮のつぼみも。寒さ
の中で、ほんの少し春の気配を感じた瞬間でした。

献血にご協力ください
「わたしの街から届ける力　あなたの気持ちで救える命」

【時】＝３月23日(金)   9時30分～11時45分
　　　　　　　　　 13時～16時
【所】＝川内文化ホール
【問合先】＝市民健康課予防グループ(川内保健センター内)

（22)8811
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が
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。
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。
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が
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と
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ま
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。
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ウ
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で
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よ
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た
。
今
ま
で
、
子
ど
も
た
ち
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う
。
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。
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。
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す
。
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セ
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。
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踊
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。
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も
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を
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っ
て
や
み
ま

せ
ん
。

　

来
年
、
満
員
の
観
客
席
で
障
害
者
の

皆
さ
ん
の
熱
演
を
拝
見
し
、
た
く
さ
ん

の
新
し
い
仲
間
と
の
出
会
い
が
あ
る
こ

と
を
楽
し
み
に
、
握
手
を
し
て
別
れ
ま

し
た
。

（
清
色
の
辞
め
時
お
ば
さ
ん
・
78
歳
女
性
）

プレゼント
　4 月号に掲載された方から、大
阪府堺市に拠点を置く、男子プ
ロバレーボールクラブ「堺ブレイ
ザーズ」のメンバーのサイン入り
色紙を１人にプレゼント。
　 そ の 他、 掲 載 さ れ た 方 に は、
竹ノート（Ａ５版）を贈ります。

（当選の発表は、発送をもって代
えさせていただきます）

題名「見とれてうつらうつら」
（ちーちゃん・74 歳女性）

キラリ
　　　　　　　　キラリ
　　　　　　　　キラリ
　　　　　　　　キラリ
　　　　　　　　　　　
　　ひと・みらい　　　
　　ひと・みらい

2 人のおかげで毎日楽しいです。
一緒に成長していきましょう。

（2KD 会　会員）

結婚・出産・就職時の記念写真や家族で撮った写真
など、皆さんからの投稿をお待ちしています。

【提出・問合先】＝ひとみらい政策課（内線 4741）
　　　　　　　　　�hitomirai@city.satsumasendai.lg.jp
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